
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

帯広市家庭教育支援チーム 

 （呼称：認定 NPO 法人 子どもと文化のひろば ぷれいおん・とかち） 

 URL：https://www.play-on-tokachi.net 

 

②活動拠点 ぷれいおん・とかち施設内 

③活動範囲 帯広市内全域 

④組織体制 

 

   ４人 

子育てサポーター2 名、元保健師 1 名、元助産師 1 名 

 

⑤活動開始年度 令和６年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

事務局長 嶋野奈津美 

（TEL）0155-36-0560   （E-mail）info@play-on-tokachi.net 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

①0 歳から未就学の親子のプレイセンターにじっこ 

子どものあそび、親の学び、親同士の協働運営を柱とする、子どもと一緒に

家族も成長することを目指した幼児教育、生涯学習の場。毎週 2 回実施。 

https://www.play-on-tokachi.net/
mailto:info@play-on-tokachi.net


スーパーバイザーの支援の下、育ち合い支え合いの場として機能している。 

【学びの日】子どもの発達や遊び、子どもの見守り方、主体的に運営に関わ

るためのリーダーシップについてなど、日本プレイセンター協会のテキストを

基に学び合う。この他、プレイセンター活動を広く周知するため、毎年講演

会を開催する。※今年度「子どもの発達の仕方を知って あったか子育て」

講師：中谷通恵さん（白老町）11 月 9 日開催 

②産前産後のサンサン広場 

コロナ禍の妊婦さんの孤立感が深刻な課題だったことをきっかけに、妊娠期

からの学びや人とのつながりを目的としたひろばを令和３年度から実施。 

③広報誌「コノコト」発行 

〈時代が変わっても決して変わることのない「子育てに必要なこと」を伝える〉

をコンセプトに年 1 回発行。乳幼児健診時に配布の他、十勝管内各所で配

布するフリーペーパー。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

①プレイセンターにじっこ 

子どものあそびや見守り方、生活リズムの大切さなど、仲間関係の中で子

どもも親も学び合い、育ち合っている。 

②産前産後のサンサン広場 

コロナ禍を経てなお、妊娠期からの子どもや子育てに関する学びと、人との

つながりの中でみんなで子育てをすることの大切さを伝える場の重要性に

鑑み、助産師のサポートを得ながら継続実施中。 

③広報誌「コノコト」発行 

*子どもとスマホ・動画の良い関係 *みんなで子育て *あそびの本質 

*早期教育の新常識 などのテーマで平成 29 年より継続発行中。毎号 3500

部、乳幼児健診（7 か月・1 歳半）で配布。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


